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関
東
地
方
在
住
の
平
泉
町
出

身
者
で
組
織
す
る
「
ふ
る
さ
と

平
泉
会
」（
西
村
専
次
会
長
、
会

員
１
７
５
人
）
の
第　

回
通
常

17

総
会
・
懇
親
会
が
６
月
７
日
、

東
京
都
の
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
平

泉
町
長
は
所
用
の
た
め
欠
席
し

ま
し
た
が
、
平
泉
町
か
ら
出
席

し
た
青
木
平
泉
町
議
会
議
長
ら

　

人
を
は
じ
め
、
総
勢　

人
が

10

90

参
加
し
ま
し
た
。

　
　

時
定
刻
に
至
り
、
西
村
会

13
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
高
橋
町

長
に
代
わ
っ
て
齋
藤
平
泉
町
教

委
教
育
次
長
が
来
賓
祝
辞
で

「
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は

９
つ
の
構
成
資
産
を
５
つ
に

絞
っ
て
今
年
９
月
末
ま
で
に
書

ー
ブ
ル
を
囲
み
、
飲
ん
で
、
食

べ
て
、
笑
っ
て
、
語
っ
て
ふ
る

さ
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
を
長
く
取
り
、
例
年
よ
り
多

勢
の
歌
手
（
？
）
が
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
平

泉
会
会
員
と
来
賓
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
、
そ
し
て
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
会
場
が

大
い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
出
入
口
に
設
け
ら
れ

た
平
泉
物
産
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

は
す
べ
て
完
売
。
来
場
者
全
員

に
「
ア
グ
リ
平
泉
」
の
小
麦
粉
、

「
平
泉 
自
然
薯 
の
会
」の
自
然
薯

じ
ね
ん
じ
ょ

う
ど
ん
・
そ
ば
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
一
同
感
謝
し
つ
つ
、
最
後

は
千
葉
庄
悦
平
泉
商
工
会
長
の

威
勢
の
い
い
「
中
締
め
」
で　
16

時　

分
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が

30
ら
再
会
を
約
束
し
て
会
場
を
後

に
し
ま
し
た
。（
文
＝
ふ
る
さ
と

平
泉
会
副
会
長
・
鈴
木
喜
佐
人
）

応
援 
寄
附 
条
例
を
制
定
し
た
。

き
ふ

今
後
と
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
定
例
の
報
告
と

議
案
は
す
べ
て
異
議
な
く
承
認

さ
れ
、役
員
改
選
で
は　

人（
下

16

表
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

時
に
懇
親
会
に
移
り
、
冒

14
頭
で
佐
々
木
仁
秀
中
尊
寺
執
事

長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
ま
し

た
。「
千
田
孝
信
中
尊
寺
前
貫
首

が
去
る
４
月　

日
に
ご
逝
去
さ

11

れ
た
。　

歳
だ
っ
た
」
と
千
田

83

中
尊
寺
前
貫
首
の
生
前
に
お
け

る
平
泉
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
取
り
組
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
、
ご
め
い
福
を
祈
っ
て

話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
丸
テ

類
を
完
成
し
、
再
来
年
７

月
の
登
録
実
現
を
目
指
す
。

昨
年
は
ふ
る
さ
と
納
税
で

皆
さ
ま
か
ら
大
変
ご
協
力

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
青
木
町
議
会
議
長
が

「
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
、
岩
手
県
で
は
遠

野
市
、
奥
州
市
に
次
い
で

平
泉
町
が
３
番
目
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。
平
泉
町
で

は
昨
年
９
月
、
ふ
る
さ
と
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総会で祝辞を述べる齋藤町教委教育次長
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　16：00～20：30
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・16：00 幼児みこし　・16：00　幼児みこし
・16：30 よさこいソーラン　・16：30　よさこいソーラン
・17：00 神事　・17：00　神事
・17：45 よさこいソーラン　・17：45　よさこいソーラン
・18：15 玄米ニギニギ体操　・18：15　玄米ニギニギ体操
・18：45 ふるさと踊り　・18：45　ふるさと踊り
・19：45 宵宮・山王太鼓　・19：45　宵宮・山王太鼓
・20：30 閉会　・20：30　閉会

地域宵宮（坂下地区）18：00～19：00地域宵宮（坂下地区）18：00～19：00
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� ��������７月８日（水）、10日（金） 18：00～７月８日（水）、10日（金）　18：00～
��������町営毛越寺駐車場（雨天時は平泉小体育館）町営毛越寺駐車場（雨天時は平泉小体育館）
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・８：00 神輿渡御安全祈願　・８：00　　　　　神輿 渡御 安全祈願
とぎょ
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・９：10 毛越寺境内　・９：10　　　　　毛越寺境内
・９：45 国道４号交差点　・９：45　　　　　国道４号交差点
・10：10～10：20 小休止（平泉駅前）　・10：10～10：20　小休止（平泉駅前）
・11：00 中尊寺踏切　・11：00　　　　　中尊寺踏切
・11：15～11：25 小休止（西行苑前）　・11：15～11：25　小休止（西行苑前）
・12：00 金色堂前到着・参拝　・12：00　　　　　金色堂前到着・参拝

　・・1212：30～13：：30～13：15 大休止15　大休止・昼食・昼食（中尊寺第一駐車場）（中尊寺第一駐車場）
・14：00 旧観自在王院庭園到着・宮入　・14：00　　　　　旧観自在王院庭園到着・宮入

�������	�������	平泉神輿会平泉神輿会
（建設水道課内 荻山）　　　　　　　　（建設水道課内　荻山）��46-556946-5569
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　６月16日、東京霞が関の金融庁を会場に、第６回推
薦書作成委員会が開催されました。会議冒頭に文化庁
から、４月に開催された前回の委員会以降の経緯につ
いて報告があり、その後推薦書における顕著な普遍的
価値の言明にかかわる「平泉の主題」、評価基準の適用、
構成資産の３項目について意見が交換されました。
　「平泉」の主題設定について、文化庁から「平泉の
浄土世界」（複合的性質を持つ日本の仏教思想に基づ
き、現世に完成した「浄土世界」）とする案が示され、
委員の了承が得られました。
　価値基準の適用については「人類の価値観の重要な

交流」「人類の歴史の重要な段階を示す傑出した類型」
「顕著で普遍的な価値を持つ生きた伝統・思想・信仰等
との関連性」という３つの観点から説明する案が示さ
れ、その適用に伴う課題が話し合われました。
　また構成資産については中尊寺、毛越寺（観自在王
院跡）、無量光院跡、金鶏山、柳之御所跡の合わせて５
資産とすることで話し合われましたが、委員の中から
は「主題の変更に伴い、再推薦に当たっては個々の資
産が吟味される」「柳之御所は現状では整備が不十分な
ので、今回は見送って追加登録時の核にしてはどうか」
といった発言もあり、資産の最終確認は次回の会議に
持ち越しとなりました。
　構成資産の範囲についても議論され、観自在王院跡
を毛越寺から分離すること、主題の変更に伴って中尊
寺、毛越寺それぞれの飛び地指定地のいくつかを除外
すること、毛越寺境内の常行堂を資産目録で取り上げ
ることなどで合意が得られました。
　そのほか比較研究の状況、緩衝地帯の見直し、保存
管理計画の見直し、推薦書の構成など、推薦書再作成
作業にかかわる具体的な課題について意見交換が行わ
れました。次回（第７回）の委員会は、８月18日に平
泉町で開催されます。
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　平泉の文化遺産は、平成23年の世
界遺産登録を目指して、再チャレン
ジがスタートしました。このコーナ
ーでは、登録に向けた取り組み状況
についてお知らせしていきます。
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　また、この路面より上の部分に土を重ねて、下より
は粗くですが石を敷いた跡がありました。道路の造り
替えがされた跡と考えられます。
　路面の下からは、道路よりも古い時代の土坑や柱穴
が見つかり、以前から何らかの土地利用をしていたこ
とも分かりました。�������	
�������

　平成16年の発掘調査で、高館のふもとから江戸時代
に造られた奥州道中の跡が18㍍ほど見つかりました。
この奥州道中の跡は北西から南東方向に延びていて、
路面には小さい石が固く敷き詰められていました。幅
は6.5㍍ほどあり、道路わきには松並木の跡も見つかり
ました。
　今年４月に行った71次調査区は、平成16年に見つ
かった奥州道中の隣接地に位置しています。2.5×10㍍
程度の狭い範囲でしたが、同じように石を敷き詰めた
道路跡が見つかりました。道路の傍らには大きい根株
も残っていて、根の下には側溝が通っていました。側
溝は路面の反対側でも見つかっています。砂が多く埋
まっていましたが、砂をさらった跡が観察でき、大切
に使われていたことが窺えます。なお、路面の中央は
やや盛り上がった形をしていますが、雨水などがたま
らないようにした配慮かもしれません。
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小さい石が敷き詰められた道路跡

６月16日に金融庁で開かれた第６回推薦書作成委員会。再推薦
の主題設定を「平泉の浄土世界」とすることで合意が得られた


